
十
一
月
十
日
、
小
雨
煙
る
皇

居
外
周
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
お

い
て
国
労
東
日
本
本
部
主
催

「
第
十
二
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
開
催
か
れ
た
。

駅
伝
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の

は
前
年
度
優
勝
の
長
野
地
本
チ
ー

ム
を
筆
頭
に
十
八
チ
ー
ム
。
例

年
は
２
チ
ー
ム
出
場
の
秋
田
地

本
も
今
年
は
故
障
者
多
く
１
チ
ー

ム
の
み
の
出
場
。

昨
年
同
様
雨
天
の
中
、
予
定

よ
り
十
五
分
遅
れ
て
十
一
時
四
五
分
に

開
会
式
が
行
わ
れ
、
主
催
者
を
代
表
し

て
東
日
本
本
部:

伊
藤
委
員
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
。
前
年
度
優
勝
の
長
野
地
本
か

ら
優
勝
盃
返
還
の
後
、
「
長
野
Ａ
チ
ー

ム
」
轟
キ
ャ
プ
テ
ン
が
選
手
宣
誓
を
行

い
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

小
雨
の
中
と
い
う
こ
と
で
各

選
手
と
も
調
整
に
苦
労
し
て
い

る
よ
う
す
だ
。

個
人
マ
ラ
ソ
ン
の
部
は
十
二

時
十
分
ス
タ
ー
ト
。
地
本
か
ら

は
村
越
、
佐
賀
の
両
選
手
が
出

場
。十

三
時
、
駅
伝
が
ス
タ
ー
ト
。

一
区
、
六
区
は
皇
居
を
一
周

す
る
５
㌔
コ
ー
ス
、
そ
の
他
は

２
．
５
㌔
の

半
周
コ
ー
ス
。

こ
の
日
明

番
で
参
加
し

た
一
区
小
野

（
雅
）
か
ら

石
川
、
高
橋
、

佐
々
木
、
津
田
と
タ
ス

キ
を
繋
ぎ
、
最
後
は
ア

ン
カ
ー
小
野
（
雄
）
が

堂
々
５
着
で
ゴ
ー
ル
と

な
っ
た
。

※
順
位
、
区
間
記

録
な
ど
の
詳
細
は
後
日
に
報
告
し

ま
す反

省
会
は
場
所
を
神
田
に
移
し
、

地
域
間
異
動
者
の
激
励
会
を
兼
ね
て

行
っ
た
。

地
本
の
地
域
間
異
動
者
は
広
域
出

向
者
を
合
わ
せ
て
も
全
体
で
数
名
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
日
の
参

加
者
は
金
野
認
さ
ん
（
中
野
駅
）
と

駅
伝
参
加
者
の
小
野
雅
人
さ
ん
（
上

野
駅
）
の
二
人
だ
け
。

二
人
と
も
乗
客
案
内
や
異
常
時
対

応
な
ど
の
苦
労
話
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

来
年
の
春
に
は
復
帰
と
い
う
こ
と

で
先
が
見
え
て
き
た
だ
け
に
、
気
を

引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
今
後
の
主
な
日
程
】

十
一
月

十
七
日
（
土
）
秋
田
・
秋
総
車
セ
支
部

交
流
会
（
金
萬
ボ
ウ
ル
）

二
十
日
（
火
）
支
社
経
営
協
議
会

三
十
日
（
金
）
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の

早
期
全
面
解
決
を
求
め
る
全
国

集
会
」

日
比
谷
野
音

十
二
月

四
日
（
火
）
県
交
運
労
協
第
十
五
回
定

期
総
会

1

六
時
フ
ォ
ラ
ム
ア
キ
タ

七
日
（
金
）
１
２
．
８
を
考
え
る
県
民

集
会

十
八
時

フ
ォ
ラ
ム
ア
キ
タ

八
日
（
土
）
東
日
本
本
部
主
催:

主
任

者
交
流
会
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

盛
岡
市
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☆
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
秋
田
」
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

一
区

小
野

雅
人
（
秋
総
車
支
部
）

二
区

石
川

孝

（
横
手
運
輸
区
分
会
）

三
区

高
橋

敏
（
横
・
曲
駅
連
合
分
会
）

四
区

佐
々
木
晴
孝
（
横
・
曲
駅
連
合
分
会
）

五
区

津
田

節
雄
（
秋
総
車
支
部
）

六
区

小
野

雄
志

（
秋
総
車
支
部
）

☆
個
人
マ
ラ
ソ
ン
の
部
参
加
者

佐
賀

保
男
（
秋
総
車
支
部
）

村
越

淳
（
秋
総
車
支
部
）

打
ち
上
げ
・
反
省
会

は
地
域
間
異
動
者
激

励
を
兼
ね
て

冬
期
要
求
と
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー

関
係
の
団
交
を
開
催

十
一
月
九
日
、
三
六
協
定
を
巡
る
交
渉

に
よ
っ
て
引
き
伸
ば
し
に
な
っ
て
い
た
団

交
が
よ
う
や
く
開
催
さ
れ
た
。

◆
冬
期
関
係
の
主
な
要
求
に
つ
い
て

駅
・
営
業
関
係
に
つ
い
て
は
①
部
外
活

用
し
て
の
こ
ま
ち
駐
車
場
除
排
雪

②
異

常
時
の
お
客
様
へ
の
案
内

③
冬
期
対
応

と
し
て
の
若
手
・
女
性
社
員
の
取
扱
い

④
駅
構
内
融
雪
マ
ッ
ト
の
増
設

⑤
指
令

員
の
増
員

⑥
支
社
間
の
指
令
員
の
連
絡

⑦
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
タ
ッ
プ
の
増
員
及
び

冬
期
要
員
の
教
育

⑧
津
軽
地
区
の
駅
要

員
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

①
は
駅
長
か
ら
地
区
へ
の
連
絡
で
の
対

応
で
可
能
。
②
、
⑤
、
⑥
、
⑦
に
つ
い
て

は
連
帯
体
制
の
迅
速
化
で
対
応
。
③
、
⑧

に
つ
い
て
は
川
部
駅
等
を
含
め
広
域
運
用

可
と
の
回
答
で
概
ね
了
解
、
整
理
し
た
。

運
輸
・
車
両
そ
の
他
関
係
で
は
①
大
久

保
駅
踏
切
レ
ー
ザ
ー
検
知

②
船
越
駅
ホ
ー

ム
延
伸

③
秋
田
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
内

の
対
応

④
冬
期
要
員
の
住
宅
援
助
金
な

ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

◆
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
関
係

①
勤
務
終
始
業
時
刻
の
幅

②
制
服
等

の
取
扱
い

③
首
都
圏
駅
側
へ
の
要
請

④
勤
務
の
休
日
明
示
の
取
扱
い
な
ど
が
議

論
と
な
り
、
①
に
つ
い
て
は
十
分
間
の
ダ

ブ
り
引
継
ぎ
時
間
を
半
数
に
分
け
実
施
、

③
に
つ
い
て
は
本
社
へ
の
要
請
を
行
う
こ

と
で
合
意
。
②
と
④
に
つ
い
て
は
出
向
会

社
の
規
程
で
あ
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。

細
部
に
わ
た
る
要
求
に
つ
い
て
は
会
社

側
の
判
断
と
い
う
姿
勢
を
崩
せ
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
東
日
本
本
部

と
も
連
携
し
な
が
ら
要
求
実
現
に
向
け
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

８
日
発
令
の
事
前
通
知
に
抗
議

団
交
の
冒
頭
、
団
交
前
日
に
国
労
組
合

員
３
名
に
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
事

前
通
知
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
抗
議
。
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
確
認
し

団
交
に
入
っ
た
。

〈
国
労
〉
事
前
発
令
は
８
日
発
令
さ
れ
た
。

本
日
、
団
交
が
事
前
に
決
定
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。
労
使

協
議
の
原
則
、
信
義
の
問
題
も
あ

り
、
重
大
な
問
題
で
強
く
抗
議
す

る
と
共
に
本
件
に
対
す
る
支
社
の

見
解
を
求
め
る
。

〈
支
社
〉
予
定
し
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
合
わ
せ
た
結
果
、
昨
日
と
な
っ

た
。
配
慮
に
欠
け
、
ミ
ス
が
あ
り

お
詫
び
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
協
議

後
の
人
事
異
動
を
行
い
対
処
し
て

き
た
が
、
変
わ
る
も
の
で
は
な
い

課
間
の
連
絡
ミ
ス
で
あ
る
。


